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技術概要
●フェムト秒・アト秒の最高時間分解能を有するパルスラジオリシス
●フェムト秒時間分解MeV電子顕微鏡
●フェムト秒・アト秒時間領域での量子ビーム誘起超高速現象の測定

　最先端のレーザーフォトカソードRF電子銃加速器
を用いてエネルギーがMeV領域のフェムト秒・アト
秒短パルス電子ビームを発生し、フェムト秒・アト
秒パルスラジオリシス測定手法とフェムト秒時間分
解電子顕微鏡の技術を開発します。パルスラジオリ
シスと時間分解電子顕微鏡を通して、量子ビーム誘
起初期過程や反応ダイナミクスを明らかにし、新機
能性物質・デバイスの創製、ナノ極限ファブリケー
ションプロセスの開発を目指します。

キーワード　　Keyword 

量子ビーム誘起超高速現象、フェムト秒光パルス・電子ビーム、放射線化学
quantum-beam-induced ultrafast phenomena, femtosecond electron beam/laser, radiation chemistry

応用分野　　　Application

材料科学、量子ビーム科学、ナノファブリケーション
material science, quantum beam science, nanofabrication

目的・期待される効果
●新機能性材料・デバイスの創製
●新しいナノファブリケーションプロセスの開発

量子ビーム誘起超高速現象の解明
Understanding of quantum-beam-induced ultrafast phenomena

実用化準備基 礎 実用化
研究開発段階
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